
坂道を越え  息を切らせて  街を見下ろす  お気に入りの丘へ
 空を舞う風  季節を運ぶ  新しいページ  開く指のようだね

そう、ボクらは　夢中になれる時を  同じ空気、同じ季節を、
一緒に駆け抜けていたね
そう、ボクらは、はやる心抑えきれずに  まだ見ぬページ、
まだ見ぬ場所を　信じて、走り続けてたね

オレンジに染まる 街を眺めて 過ぎて行く時 夕日の重さ想う
そう、ボクらは　夢中になれる時を 終わる事も、知らないままに、
一緒に駆け抜けていたね
そう、ボクらは 巡り合いに心踊らせ  かけがいのない、眩しい時を、
 信じて、走り続けてたね

色あせた 街、いつもと同じ　人波の中 、重ねた言葉を  信じていても、
素直になれない　見つめるだけで、手を伸ばせないの

ボクの声が、届かない　いつのまにか　冷たい風、遠い雲
響きあう、光と色が踊る、静かに　壊れない、カタチを
照らしだすのさ あなたの想い

季節は巡り、膝を抱えて　人波の中、 忘れた言葉を心を奪う、
素敵な歌声　憧れ続け、追いかけていたんだ

ボクの声が、 届かない、いつのまにか　風の中に、消えていく 
まだ歌える…

響きあう、光と色が踊る、静かに　壊れない、気
持ちを彩って行く
どこまでも、繋がる夢追いかけ、あふれる　暖かい、
言葉を彩って行く
あなたの想い

届かない言葉を、探している かき消された声、こぼれ落ちた
透き通る想いを、集めているの  いつも君に伝えたいの

大きな想いと  小さな言葉が  絡みつき   時が溶けていくの
眩しい空へ 放してあげよう 届かない声も想いも  縺れたリズム 
そっと抱きしめ 青い空へと

戻せない時間を、追いかけてる  色あせた時は、風に消えた  
答えの無いクイズ、考えてるの  いつも君に答えたいの

季節は過ぎて、積み重なる想い 私の影、かすれて見えない
大きな想いと、小さな言葉が  絡みつき、時が溶けていくの

眩しい空へ、放してあげよう  届かない声も想いも  縺れたリズム、
そっと抱きしめ  青い空へと
眩しい空へ、放してあげよう  届かない声も想いも
春の日差しが、優しく光る  青い空へと
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